
平成31年度 若者の力による地域活性化交流事業補助金（ワカチカ通常分）

年度
№

支援
回数

事業名 事業概要 事業主体 事業費
補助対象経
費

交付額

1 1
ＴＥＣＴＯＮＩＣ　Ｃ
ＡＲＮＩＶＡＬ事業

若者たちに音楽活動を発表できる場を提供し、糸魚川で音楽を楽しむ若者を増やすことにより人口流出を防
ぎ、若者の地元定着を図る。
また「音楽」だけではなく、屋台の出店などによる「食」と融合したお祭りイベントにすることにより、幅広
い誘客と自主財源の確保を図る。

ABC entertainment
会長　阿部　裕和

323,178 200,332 200,000

2 1 地域の場づくり事業

人と人を繋ぎ、地域に根付いているあたたかな助け合い・支え合いの風土を継承していくため、多様な地域住
民一人ひとりが安心して楽しく笑顔で過ごすことができる場として子ども食堂「だれでも食堂」を開催する。
食事提供を契機として、障がいや疾患があり個別の配慮が必要な人、社会と関わることに困難さや生きづらさ
を抱える人、孤独感や貧困の問題を抱えている人等を含む多様な地域住民が気軽に集い、楽しく笑顔で安心し
ながら過ごすことができる交流拠点とする。

のうごこち会長　横川　翔子 370,300 200,000 200,000

3 4
市振地区の若い世代に
よる地域活性交流事業

市振地区の若い世代が交流し、市振地区の良いところを再発見する。また、他地区の人たちへの市振の魅力を
アピールする。
・夏フェスの充実させ、市振地区と市内の他地区との交流ができるようなイベントにしていく。
・市振漁港壁画修復を地区外からも参加者を募集し開催する。市振地区を知ってもらう機会とする。
・子供御輿、クリスマス会等、昨年度行った行事を継続して行う。

Ｍif
代表　扇山　大輔

651,267 111,410 100,000

4 4
つむぎ日和事業「編
む」

根知の自然豊かなロケーションと糸魚川の文化を背景に、心地良く楽しいマーケットを作り、大人には普段の
延長にある豊かな時間、子供たちには実際に触れたり感じたりできる体験する楽しさを提供する。
会場：旧根知小学校体育館、根知地区公民館、匠ハウス
・ハンドメイド・クラフト作家によるマーケット
・正月飾り作り、手作りワークショップ及びヨガの体験
・ミュージック演奏
・トランポリンやナゾトキ
・飲食スペース　等

つむぎ会
会長　天野　千恵

487,900 169,725 100,000

5 1
ワクワク釣り体験・親
子で楽しむひすい渓谷

親子で糸魚川の自然にふれあいながら、川で育まれた淡水魚の一生を学ぶとともに、採取・調理等を体験し命
の大切さや尊さを感じていただくことにより、親子の絆を深め、糸魚川の自然を大切にする心を育む。
⑴山・川・海の自然環境サイクルの学習指導
⑵岩魚・山女魚の生態を学習指導
⑶岩魚・山女魚の実釣・つかみどり体験の実技指導
⑷岩魚・山女魚の実釣・調理体験の実技指導

ひすいフィッシングクラブ
会長　神喰　茂

306,400 285,100 200,000

6 2
そば栽培～そば粉を
使ったイベント企画事
業

西海地区の特産物である「そば」の栽培と普及の促進を図る。
そば粉を使用した「そばクレープ」や「そばシフォンキット」などの販売により、地域内外の幅広い年代層に
健康食品でもある「そば」に関心を持ってもらうとともに、イベントを企画し、「そば」を活用した交流の場
を提供し、地域の活性化を図る。

ＹＮＳ（ヤング西海そば）
代表　斉藤　和也

783,215 150,512 150,000

7 3
ＯＴＯＹＡＭＡ　ＪＡ
Ｍ事業

自然の中での音楽を通じ、市内外の人々が交流を深め、地域が活性化することを目的とするイベントで今回で
11回目となる。10月5日～10月6日の2日間にシャルマンスキー場センター内にステージを設営し、音楽交流ライ
ブを行う。
課題となっていたキャンプサイトと駐車場の不足や雨天時の対応を考慮し、今までの海沿いから山へ会場を移
動する。
野外で音楽を聴きながら、キャンプをすることができ、糸魚川の自然と触れ合える環境、空間を設営する。市
内外から様々な物販店舗を集い、お互いの文化交流を図る。

ＯＴＯＢＡＭＡ実行委員会
会長　遠田　卓也

442,316 369,442 100,000

8 2

糸魚川スノースポーツ
活性化事業～糸魚川
スーパーＧ2020異種滑
走技大会～

豪雪地帯ならではの雪の恩恵を受け、スノースポーツを利用した人々の交流を図り、地域の活性化に繋げる。
通常のスキー大会とは異なり、様々な滑走道具を対象として実施することにより、スノースポーツ本来の楽し
さや遊び感覚を呼び覚まし、美しい銀世界の地に対する愛着を醸成する。また、各地のスキー関係者に告知す
ることによって、全国から糸魚川市への訪問を促し、交流人口を拡大して地域の活性化に貢献する。

糸魚川スノースポーツ大会実行
委員会
委員長　伊藤　高之

518,773 377,310 150,000

3,883,349 1,863,831 1,200,000計


